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2026年9月2日(水) 9:00 ~ 11:00 | 北翔大学第１体育館(浅井記念館)
本部企画シンポジウム２／人々のスポーツライフと健康の追求―健康とスポーツの関係がもたらす幸福

（well-being）と不幸（ill-being）―
コーディネーター:柴田 紘希(日本体育大学)、石井 智也(健康科学大学)
※日本体力医学会協力シンポジウム

[本部企画-S2-2] 健康の追求という目標は人々の生活にどのような影響を及ぼすの
か

*磯野 真穂1 (1. 東京科学大学)

＜演者略歴＞

早稲田大学大学院文学研究科博士後期課程修了。博士（文学）。早稲田大学文学学術院助教、国
際医療福祉大学大学院准教授を経て、2024年より現職。専門は、文化人類学、医療人類学。著
書に「他者と生きる：リスク・病い・死をめぐる人類学」「なぜふつうにたべられないのか：拒
食と過食の文化人類学」等。

食事、運動、生活習慣などに関する多様な知識・サービスが普及し、人々は日常生活の中で健
康を意識的に管理することが求められている。また、健康に悪影響を及ぼすものはリスクとし
て捉えられ、人々はできる限りリスクを避け、より健康な状態を目指して生活しようとしてい

る。本報告では、医療人類学の視点から、現代社会における健康やリスクがどのように捉えら
れているかを概観し、健康の追求が人々の生活にどのような影響を及ぼしているのかを検討す
る。特に、本報告では、健康の追求がもたらす逆機能に焦点を当てたい。健康な状態を目指し
て人々は生活し、研究者はそれを支援するための科学的知見を生み出していく。だが、過度な
健康の追求は、かえって人々の生活を制約したり、新たな不安を生み出したりする可能性はな
いだろうか。このような視点から健康の追求を批判的に問い直し、健康と人間の生活との関係
をどのように理解すべきかについて問題提起を行いたい。
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